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   A case of histocytoma in a 63-year-old woman with general fatigue is described. Ultra-
sonography and radiological examination revealed a large mass at the retroperitoneum displacing 
the right kidney to medial anterior abdomen. Exploration of the tumor with right kidney was 
done via a transperitoneal approach because the tumor had invaded the hilar fat tissue of the 
right kidney. The total resected weight was  3,200  g. Histological study showed malignant fibrous 
histiocytoma, storiform-pleomorphic type. Post-operative chemotherapy consisting of cyclophos-
phamide, vincristine, adriamycin, dimethyl triazeno-imidazole carboxamide  (CYVADIC  ) was 
performed and the patient is doing well without any evidence of recurrence or metastasis. 
                                                 (Acta  Tirol.  kn. 38: 1143-1146, 1992)






















で 同年11月22日当科 入 院 とな った.
入 院 時 現症:身 長155cm,体 重50kg.右 上 ～ 中腹
部か ら正 中 に か け て 可動 性 の あ る 巨大 な腫 瘤 を触 知 し
た.腫 瘤 は 一 部 で硬 く表 面 は や や 凹 凸不 整 で あ った.
体 表 リ ンパ節 は 触知 しなか った.
入 院 時 血液 検 査 所 見:CRP(2+)以 外 に 著 変 を 認
め なか った.腫 瘍 マ ー カ ーで あ るAFP,CEA,CAI9-
9は い ず れ も正 常 範 囲 で あ った.
画 像 診 断:腹 部CTス キ ャ ンで 右 後腹 膜 を 占め る
巨 大な 腫 瘍 を 認 めた.腫 瘍 内部 は 不 均 一 なfatdensity
を示 し,よ く増 感 され るsoftdensityareaを混 在
してい た.右 腎 は 腹 部 正 中 ま で圧 排 され て いた(Fig・
1).MRI(Tl強 調 画 像)で は,右 後 腹 膜 でhigh
intensityを示 すfattycomponentの中 に,CTで






腫 と診断された,腫 瘍は巨大であったが,胸 部X線撮
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Table1・本 邦 の 後 腹 膜 原 発MFHの 報 告例(1988年～1991年)























田 中 規 文(1988)
中 村 敏 之(〃)
今 井 博 之(1989)
古 谷 四 郎(〃)
斎 藤 隆 二(〃)
小 山幸次郎(〃)
高 山 亘(〃)
土 橋 康 之(〃)
大 坂 道 敏(〃)
中 沢 康 夫(〃)
元 森 照 夫(〃)
同 上
同 上
入 木 淑 之(1990)
同 上
矢 野 健 次(〃)
久米 田茂喜(〃)
森 田 孝 夫(1991)
同 上
阿 部 真 秀(〃)
原 ロ 周 一(〃)
飯 田 如(〃)

































































(悪性 間葉腫 の一成分 として記載)
中部外科 会27回総会号21
産婦 人科 の実際40:105-109
分 を認 め た.病 理 組 織 学的 に は,異 型 性 の 強 い 紡 錘形
の細 胞 がstoriformpatternをと って 増 殖 して お り,
巨細 胞 も散 見 さ れ,MFH,storiform-pleomorphic
typeと診 断 され た(Fig.4).術後 軟 部 肉圓 こ有 効 と
され る 化学 療 法CYVADIC(松 本 らに よ る 変 法3))
2コ ース 施行(総 投 与 量:DTIC750mg,ADM170
mg,VCR3.Omg,CPM500mg)の の ち 退 院 した.
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